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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　異なる色に対応する複数の表示用副画素と、視野角を制御する視野角制御用副画素とを
含む複数の画素と、
　前記複数の画素にそれぞれ設けられた共通電極および保持容量とを備え、
　さらに、第１基板と、
　前記第１基板の表面上に形成された画素トランジスタと、
　前記画素トランジスタに電気的に接続される画素電極と、
　前記第１基板と液晶層を挟んで対向するように設けられた第２基板とを備え、
　前記第２基板の前記液晶層側の表面上には、前記共通電極が形成され、
　前記複数の表示用副画素および前記視野角制御用副画素は、前記画素電極と前記共通電
極との間に発生する縦方向の電界により駆動されるように構成され、
　前記共通電極および前記保持容量のうち少なくとも一方は、前記複数の画素の各々が設
けられる領域において、前記複数の表示用副画素と前記視野角制御用副画素とで電気的に
独立するように設けられている、液晶表示装置。
【請求項２】
　前記共通電極と電気的に接続された共通電極線と、
　前記保持容量と電気的に接続された保持容量線とをさらに備え、
　前記複数の画素の各々が設けられる領域において、前記共通電極および前記保持容量の
うち少なくとも一方が前記複数の表示用副画素と前記視野角制御用副画素とで電気的に独
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立するように、前記共通電極および前記保持容量がそれぞれ前記共通電極線および前記保
持容量線に接続されている、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記共通電極は、前記複数の表示用副画素に配置される第１共通電極と、前記第１共通
電極とは電気的に独立して設けられ、前記視野角制御用副画素に配置される第２共通電極
とを含み、
　前記共通電極線は、前記第１共通電極に接続される第１共通電極線と、少なくとも前記
複数の画素の各々が設けられる領域において、前記第１共通電極線とは電気的に独立して
設けられ、前記第２共通電極に接続される第２共通電極線とを含む、請求項２に記載の液
晶表示装置。
【請求項４】
　前記複数の表示用副画素には、共通の１つの前記第１共通電極が設けられ、
　前記視野角制御用副画素には、１つの前記第２共通電極が設けられ、
　前記複数の表示用副画素に形成された前記共通の１つの第１共通電極は、１本の前記第
１共通電極線に接続され、
　前記視野角制御用副画素に形成された前記１つの第２共通電極は、１本の前記第２共通
電極線に接続されている、請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記保持容量は、前記複数の表示用副画素に配置される第１保持容量と、前記第１保持
容量とは電気的に独立して設けられ、前記視野角制御用副画素に配置される第２保持容量
とを含み、
　前記保持容量線は、前記第１保持容量に接続される第１保持容量線と、少なくとも前記
複数の画素の各々が設けられる領域において、前記第１保持容量線とは電気的に独立して
設けられ、前記第２保持容量に接続される第２保持容量線とを含む、請求項２に記載の液
晶表示装置。
【請求項６】
　前記複数の表示用副画素には、それぞれ、前記第１保持容量が設けられ、
　前記視野角制御用副画素には、１つの前記第２保持容量が設けられ、
　前記複数の表示用副画素に形成された複数の前記第１保持容量は、１本の前記第１保持
容量線に接続され、
　前記視野角制御用副画素に形成された前記１つの第２保持容量は、１本の前記第２保持
容量線に接続されている、請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　異なる色に対応する複数の表示用副画素と、視野角を制御する視野角制御用副画素とを
含む複数の画素と、
　前記複数の画素にそれぞれ設けられた共通電極および保持容量と、
　前記複数の表示用副画素および前記視野角制御用副画素にそれぞれ設けられる画素電極
とを備え、
　さらに、前記共通電極と電気的に接続された共通電極線と、
　前記保持容量と電気的に接続された保持容量線とを備え、
　前記複数の表示用副画素は、前記複数の画素の各々において、前記画素電極と前記共通
電極との間に発生する横方向の電界により駆動されるように構成され、
　前記視野角制御用副画素は、前記複数の画素の各々において、前記画素電極と前記共通
電極との間に発生する縦方向の電界により駆動されるように構成され、
　前記共通電極は、前記複数の表示用副画素に配置される第１共通電極と、前記第１共通
電極とは電気的に独立して設けられ、前記視野角制御用副画素に配置される第２共通電極
とを含み、
　前記共通電極線は、前記第１共通電極に接続される第１共通電極線と、少なくとも前記
複数の画素の各々が設けられる領域において、前記第１共通電極線とは電気的に独立して
設けられ、前記第２共通電極に接続される第２共通電極線とを含み、
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　前記複数の表示用副画素には、共通の１つの前記第１共通電極が設けられ、
　前記視野角制御用副画素には、１つの前記第２共通電極が設けられ、
　前記複数の表示用副画素に形成された前記共通の１つの第１共通電極は、１本の前記第
１共通電極線に接続され、
　前記視野角制御用副画素に形成された前記１つの第２共通電極は、１本の前記第２共通
電極線に接続されている、液晶表示装置。
【請求項８】
　異なる色に対応する複数の表示用副画素と、視野角を制御する視野角制御用副画素とを
含む複数の画素と、
　前記複数の画素にそれぞれ設けられた共通電極および保持容量とを備え、
　さらに、基板と、
　前記基板の表面上に形成された画素トランジスタと、
　前記基板側に設けられ、前記画素トランジスタに電気的に接続される画素電極とを備え
、
　前記基板側の前記画素電極の表面上には、絶縁膜を介して前記共通電極が形成され、
　前記複数の表示用副画素および前記視野角制御用副画素は、前記複数の画素の各々にお
いて、前記画素電極と前記共通電極との間に発生する横方向の電界により駆動されるよう
に構成され、
　前記共通電極は、前記複数の画素の各々が設けられる領域において、前記複数の表示用
副画素と前記視野角制御用副画素とで電気的に独立するように設けられている、液晶表示
装置。
【請求項９】
　前記複数の表示用副画素に設けられた前記共通電極、および、前記視野角制御用副画素
に設けられた前記共通電極に共通電位を印加する電位供給部をさらに備える、請求項１～
８のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記電位供給部は、前記複数の表示用副画素に設けられた前記共通電極に第１共通電位
を印加する第１電位供給部と、前記視野角制御用副画素に設けられた前記共通電極に第２
共通電位を印加する第２電位供給部とを含む、請求項９に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の液晶表示装置を備えた、電子機器。
                                                                              
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置および電子機器に関し、特に、複数の表示用副画素と視野角制
御用副画素とを含む複数の画素を備える液晶表示装置および電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数の表示用副画素と視野角制御用副画素とを含む複数の画素を備える液晶表示
装置が開示されている（たとえば、特許文献１参照）。
【０００３】
　上記特許文献１には、各々の画素が、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）および青色（Ｂ）の表示
にそれぞれ対応した表示用副画素と視野角を制御するための視野角制御用副画素（Ｗ）と
により構成された液晶表示装置が開示されている。上記特許文献１に記載の液晶表示装置
では、表示用副画素と視野角制御用副画素とに共通電極（保持容量）が設けられていると
考えられる。なお、一般的に、液晶表示装置には、各々の画素に跨るように形成される共
通電極（保持容量）が設けられており、上記特許文献１に記載の液晶表示装置においても
表示用副画素と、視野角制御用副画素とにおいても共通の共通電極が形成されると考えら
れる。そして、視野角制御を行うために、視野角制御用副画素は、表示用副画素よりも高
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い電位で駆動させる場合がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－７９５２５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献１に開示された液晶表示装置では、視野角制御を行うため
に、視野角制御用副画素を表示用副画素よりも高い電位で駆動させる場合には、高い電位
で駆動される視野角制御用副画素の駆動のＯＮとＯＦＦとの切り替えの際に、表示用副画
素および視野角制御用副画素の共通電極（保持容量）が共通であるため、表示用副画素に
印加される電位が変動してしまうという不都合がある。このため、表示品位が低下すると
いう問題点がある。
【０００６】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、この発明の１つ
の目的は、表示品位が低下するのを抑制することが可能な液晶表示装置および電子機器を
提供することである。
【課題を解決するための手段および発明の効果】
【０００７】
　この発明の第１の局面による液晶表示装置は、異なる色に対応する複数の表示用副画素
と、視野角を制御する視野角制御用副画素とを含む複数の画素と、複数の画素にそれぞれ
設けられた共通電極および保持容量とを備え、さらに、第１基板と、第１基板の表面上に
形成された画素トランジスタと、画素トランジスタに電気的に接続される画素電極と、第
１基板と液晶層を挟んで対向するように設けられた第２基板とを備え、第２基板の液晶層
側の表面上には、共通電極が形成され、複数の表示用副画素および視野角制御用副画素は
、画素電極と共通電極との間に発生する縦方向の電界により駆動されるように構成され、
共通電極および保持容量のうち少なくとも一方は、複数の画素の各々が設けられる領域に
おいて、複数の表示用副画素と視野角制御用副画素とで電気的に独立するように設けられ
ている。
【０００８】
　上記第１の局面による液晶表示装置では、上記のように、共通電極および保持容量のう
ち少なくとも一方を、複数の画素の各々が設けられる領域において、複数の表示用副画素
と視野角制御用副画素とで電気的に独立するように設けることによって、複数の表示用副
画素に設けられた共通電極および保持容量の両方と、視野角制御用副画素に設けられた共
通電極および保持容量の両方とを画素が設けられる領域において電気的に接続する場合と
異なり、表示用副画素と視野角制御用副画素とが画素が設けられる領域において電気的に
独立しているため、互いに電気的な影響を受けにくくなる。これにより、表示用副画素に
設けられた共通電極および保持容量のうち少なくとも一方、および、視野角制御用副画素
に設けられた共通電極および保持容量のうち少なくとも一方に印加される電位が変動する
のを抑制することができるので、縦電界方式の複数の表示用副画素および視野角制御用副
画素において、表示品位が低下するのを抑制することができる。
【０００９】
　上記第１の局面による液晶表示装置において、好ましくは、共通電極と電気的に接続さ
れた共通電極線と、保持容量と電気的に接続された保持容量線とをさらに備え、複数の画
素の各々が設けられる領域において、共通電極および保持容量のうち少なくとも一方が複
数の表示用副画素と視野角制御用副画素とで電気的に独立するように、共通電極および保
持容量がそれぞれ共通電極線および保持容量線に接続されている。このように構成すれば
、複数の表示用副画素の共通電極線に接続された共通電極および保持容量線に接続された
保持容量のうち少なくとも一方と、視野角制御用副画素の共通電極線に接続された共通電
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極および保持容量線に接続された保持容量のうち少なくとも一方とに印加される電位が変
動するのを抑制することができるので、表示品位が低下するのを抑制することができる。
【００１０】
　この場合、好ましくは、共通電極は、複数の表示用副画素に配置される第１共通電極と
、第１共通電極とは電気的に独立して設けられ、視野角制御用副画素に配置される第２共
通電極とを含み、共通電極線は、第１共通電極に接続される第１共通電極線と、少なくと
も複数の画素の各々が設けられる領域において、第１共通電極線とは電気的に独立して設
けられ、第２共通電極に接続される第２共通電極線とを含む。このように構成すれば、少
なくとも複数の画素の各々が設けられる領域において、第１共通電極と第２共通電極とを
電気的に独立して設けるのみならず、第１共通電極に接続される第１共通電極線と第２共
通電極に接続される第２共通電極線とも電気的に独立して設けることができる。
【００１１】
　上記第１共通電極と第２共通電極とを含む共通電極を備える液晶表示装置において、好
ましくは、複数の表示用副画素には、共通の１つの第１共通電極が設けられ、視野角制御
用副画素には、１つの第２共通電極が設けられ、複数の表示用副画素に形成された共通の
１つの第１共通電極は、１本の第１共通電極線に接続され、視野角制御用副画素に形成さ
れた１つの第２共通電極は、１本の第２共通電極線に接続されている。このように構成す
れば、少なくとも複数の画素の各々が設けられる領域において、第１共通電極と１つの第
２共通電極とを電気的に独立して設け、かつ、第１共通電極に接続される１本の第１共通
電極線と１つの第２共通電極に接続される１本の第２共通電極線とも電気的に独立して設
けることができる。
【００１２】
　上記共通電極線と保持容量線とを備える液晶表示装置において、好ましくは、保持容量
は、複数の表示用副画素に配置される第１保持容量と、第１保持容量とは電気的に独立し
て設けられ、視野角制御用副画素に配置される第２保持容量とを含み、保持容量線は、第
１保持容量に接続される第１保持容量線と、少なくとも複数の画素の各々が設けられる領
域において、第１保持容量線とは電気的に独立して設けられ、第２保持容量に接続される
第２保持容量線とを含む。このように構成すれば、少なくとも複数の画素の各々が設けら
れる領域において、第１保持容量と第２保持容量とを電気的に独立して設けるのみならず
、第１保持容量に接続される第１保持容量線と第２保持容量に接続される第２保持容量線
とも電気的に独立して設けることができる。
【００１３】
　この場合、好ましくは、複数の表示用副画素には、それぞれ、第１保持容量が設けられ
、視野角制御用副画素には、１つの第２保持容量が設けられ、複数の表示用副画素に形成
された複数の第１保持容量は、１本の第１保持容量線に接続され、視野角制御用副画素に
形成された１つの第２保持容量は、１本の第２保持容量線に接続されている。このように
構成すれば、少なくとも複数の画素の各々が設けられる領域において、第１保持容量と１
つの第２保持容量とを電気的に独立して設け、かつ、第１保持容量に接続される１本の第
１保持容量線と１つの第２保持容量に接続される１本の第２保持容量線とも電気的に独立
して設けることができる。
【００１４】
　この発明の第２の局面による液晶表示装置は、異なる色に対応する複数の表示用副画素
と、視野角を制御する視野角制御用副画素とを含む複数の画素と、複数の画素にそれぞれ
設けられた共通電極および保持容量と、複数の表示用副画素および視野角制御用副画素に
それぞれ設けられる画素電極とを備え、さらに、共通電極と電気的に接続された共通電極
線と、保持容量と電気的に接続された保持容量線とを備え、複数の表示用副画素は、複数
の画素の各々において、画素電極と共通電極との間に発生する横方向の電界により駆動さ
れるように構成され、視野角制御用副画素は、複数の画素の各々において、画素電極と共
通電極との間に発生する縦方向の電界により駆動されるように構成され、共通電極は、複
数の表示用副画素に配置される第１共通電極と、第１共通電極とは電気的に独立して設け
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られ、視野角制御用副画素に配置される第２共通電極とを含み、共通電極線は、第１共通
電極に接続される第１共通電極線と、少なくとも複数の画素の各々が設けられる領域にお
いて、第１共通電極線とは電気的に独立して設けられ、第２共通電極に接続される第２共
通電極線とを含み、複数の表示用副画素には、共通の１つの第１共通電極が設けられ、視
野角制御用副画素には、１つの第２共通電極が設けられ、複数の表示用副画素に形成され
た共通の１つの第１共通電極は、１本の第１共通電極線に接続され、視野角制御用副画素
に形成された１つの第２共通電極は、１本の第２共通電極線に接続されている。このよう
に構成すれば、横電界方式の複数の表示用副画素、および、縦電界方式の視野角制御用副
画素において、共通電極および保持容量の少なくとも一方の電位変動に起因する表示品位
の低下を抑制することができる。
【００１５】
　上記第３の局面による液晶表示装置は、異なる色に対応する複数の表示用副画素と、視
野角を制御する視野角制御用副画素とを含む複数の画素と、複数の画素にそれぞれ設けら
れた共通電極および保持容量とを備え、さらに、基板と、基板の表面上に形成された画素
トランジスタと、基板側に設けられ、画素トランジスタに電気的に接続される画素電極と
を備え、基板側の画素電極の表面上には、絶縁膜を介して共通電極が形成され、複数の表
示用副画素および視野角制御用副画素は、複数の画素の各々において、画素電極と共通電
極との間に発生する横方向の電界により駆動されるように構成され、共通電極は、複数の
画素の各々が設けられる領域において、複数の表示用副画素と視野角制御用副画素とで電
気的に独立するように設けられている。このように構成すれば、横電界方式の複数の表示
用副画素および視野角制御用副画素において、共通電極および保持容量の少なくとも一方
の電位変動に起因する表示品位の低下を抑制することができる。
【００１７】
　上記第１～３の局面による液晶表示装置において、好ましくは、複数の表示用副画素に
設けられた共通電極、および、視野角制御用副画素に設けられた共通電極に共通電位を印
加する電位供給部をさらに備える。このように構成すれば、複数の表示用副画素に設けら
れた共通電極、および、視野角制御用副画素に設けられた共通電極に、容易に、電位供給
部により共通電位を印加することができる。
【００１８】
　この場合、好ましくは、電位供給部は、複数の表示用副画素に設けられた共通電極に第
１共通電位を印加する第１電位供給部と、視野角制御用副画素に設けられた共通電極に第
２共通電位を印加する第２電位供給部とを含む。このように構成すれば、複数の表示用副
画素に設けられた共通電極に第１電位供給部により第１共通電位を印加することができる
とともに、視野角制御用副画素に設けられた共通電極に第２電位供給部により第２共通電
位を印加することができるので、別々の共通電位を印加することができる。
【００１９】
　この発明の第４の局面による電子機器は、上記のいずれかの構成を有する液晶表示装置
を備える。このように構成すれば、表示品位が低下するのを抑制することが可能な液晶表
示装置を備えた電子機器を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の第１実施形態による液晶表示装置の平面図である。
【図２】本発明の第１実施形態による液晶表示装置の画素の平面図である。
【図３】図２の４００－４００線に沿った画素の断面図である。
【図４】本発明の第１実施形態による液晶表示装置の画素の詳細な断面図である。
【図５】本発明の第２実施形態による液晶表示装置の画素の平面図である。
【図６】図５の５００－５００線に沿った画素の断面図である。
【図７】本発明の第３実施形態による液晶表示装置の画素の平面図である。
【図８】図７の６００－６００線に沿った画素の断面図である。
【図９】本発明の第４実施形態による液晶表示装置の画素の平面図である。
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【図１０】図９の７００－７００線に沿った画素の断面図である。
【図１１】本発明の第４実施形態による液晶表示装置の画素の詳細な断面図である。
【図１２】本発明の第５実施形態による液晶表示装置の平面図である。
【図１３】本発明の第５実施形態による液晶表示装置の画素の平面図である。
【図１４】図１３の８００－８００線に沿った画素の断面図である。
【図１５】本発明の第５実施形態による液晶表示装置の画素の詳細な断面図である。
【図１６】本発明の第１～第５実施形態による液晶表示装置を用いた電子機器の第１の例
を説明するための図である。
【図１７】本発明の第１～第５実施形態による液晶表示装置を用いた電子機器の第２の例
を説明するための図である。
【図１８】本発明の第１～第５実施形態による液晶表示装置を用いた電子機器の第３の例
を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００２２】
（第１実施形態）
　まず、図１～図３を参照して、本発明の第１実施形態による液晶表示装置１００の構成
について説明する。
【００２３】
　本発明の第１実施形態による液晶表示装置１００では、図１に示すように、表示部１に
は、複数の画素２がマトリクス状に設けられている。
【００２４】
　ここで、第１実施形態では、複数の画素２は、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）および青色（Ｂ
）の表示にそれぞれ対応する表示用副画素２ａ（Ｒ）、２ｂ（Ｇ）および２ｃ（Ｂ）と、
視野角制御用副画素２ｄ（Ｗ）とからなる矩形状の４つの副画素により構成されている。
なお、視野角制御用副画素２ｄは、表示部１により表示される画像の視野角の範囲を制御
するための透明または白色光を出射する機能を有する。
【００２５】
　また、表示部１には、複数のゲート線３が設けられており、複数のゲート線３に直交す
る方向に複数の信号線４が設けられている。表示用副画素２ａ～２ｃおよび視野角制御用
副画素２ｄは、それぞれ、ゲート線３と信号線４とが交差する位置にマトリクス状に配置
されている。
【００２６】
　また、表示用副画素２ａ（２ｂ、２ｃ）および視野角制御用副画素２ｄには、それぞれ
、画素トランジスタ５と、液晶層６と、保持容量７ａ（７ｂ、７ｃ）および７ｄとが設け
られている。なお、保持容量７ａ～７ｃは、本発明の「第１保持容量」の一例であり、保
持容量７ｄは、本発明の「第２保持容量」の一例である。また、画素トランジスタ５のゲ
ート電極８は、ゲート線３に接続されている。画素トランジスタ５のソース電極９は、信
号線４に接続されている。画素トランジスタ５のドレイン電極１０は、液晶層６の一方側
に設けられた画素電極１１ａ～１１ｄに接続されている。また、液晶層６の他方側には、
共通電極１２ａおよび１２ｂが設けられている。なお、共通電極１２ａは、本発明の「第
１共通電極」の一例であり、共通電極１２ｂは、本発明の「第２共通電極」の一例である
。
【００２７】
　ここで、第１実施形態では、図２に示すように、共通の１つの共通電極１２ａは、複数
の画素２の各々が設けられる領域において、表示用副画素２ａ～２ｃと視野角制御用副画
素２ｄとで電気的に独立するように設けられている。また、複数の画素２の各々が設けら
れる領域において、表示用副画素２ａ～２ｃに設けられた共通電極１２ａは、１本の第１
共通電極線１３に接続されている。また、視野角制御用副画素２ｄに設けられた共通電極
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１２ｂは、１本の第２共通電極線１４に接続されている。これにより、図３に示すように
、複数の画素２の各々が設けられる領域において、表示用副画素２ａ～２ｃに設けられた
第１共通電極線１３（共通電極１２ａ）と、視野角制御用副画素２ｄに設けられた第２共
通電極線１４（共通電極１２ｂ）とが電気的に独立するように構成される。
【００２８】
　また、図１に示すように、画素トランジスタ５のドレイン電極１０は、それぞれ、保持
容量７ａ～７ｄの一方電極と電気的に接続されている。また、第１実施形態では、図２に
示すように、保持容量７ａ～７ｃと保持容量７ｄとは、複数の画素２の各々が設けられる
領域において、表示用副画素２ａ～２ｃと視野角制御用副画素２ｄとで電気的に独立する
ように設けられている。また、複数の画素２の各々が設けられる領域において、表示用副
画素２ａ～２ｃに設けられた保持容量７ａ～７ｃは、１本の第１保持容量線１５に接続さ
れている。また、視野角制御用副画素２ｄに設けられた保持容量７ｄは、１つの第２保持
容量線１６に接続されている。これにより、図３に示すように、複数の画素２の各々が設
けられる領域において、表示用副画素２ａ～２ｃに設けられた第１保持容量線１５（保持
容量７ａ～７ｃ）と、視野角制御用副画素２ｄに設けられた第２保持容量線１６（保持容
量７ｄ）とが電気的に独立するように構成される。なお、第１保持容量線１５および第２
保持容量線１６は、後述する第１ＣＯＭ１８などに接続されている。また、第１保持容量
線１５および第２保持容量線１６には、第１共通電極線１３および第２共通電極線１４に
印加される電位と同じ電位（０Ｖ以上５Ｖ以下）が印加されるように構成されている。
【００２９】
　また、図１に示すように、液晶表示装置１００には、駆動ＩＣ１７が設けられており、
駆動ＩＣ１７から表示部１に信号が供給されるように構成されている。また、液晶表示装
置１００には、第１ＣＯＭ１８が設けられており、駆動ＩＣ１７から第１ＣＯＭ１８に信
号が供給されるように構成されている。第１ＣＯＭ１８は、表示用副画素２ａ～２ｃおよ
び視野角制御用副画素２ｄに駆動ＩＣ１７からの信号に基づいた所定の共通電位（０Ｖ以
上５Ｖ以下）を印加するように構成されている。なお、第１ＣＯＭ１８は、本発明の「電
位供給部」および「第１電位供給部」の一例である。表示部１の領域内において、第１Ｃ
ＯＭ１８は、第１共通電極線１３および第２共通電極線１４に接続されている。また、液
晶表示装置１００には、バックライト１９が設けられており、駆動ＩＣ１７から信号が供
給されるように構成されている。バックライト１９は、表示部１の裏面側から光を照射す
るように構成されている。また、第１実施形態では、第１共通電極線１３および第２共通
電極線１４には、０Ｖ以上５Ｖ以下の共通電位が印加されるように構成されている。
【００３０】
　次に、図４を参照して、画素２の詳細な構成を説明する。ＴＦＴ基板２０上には、ゲー
ト電極８が形成されている。なお、ＴＦＴ基板２０は、本発明の「第１基板」の一例であ
る。このゲート電極８の表面上には、ＳｉＮなどからなる絶縁膜２１が形成されている。
各副画素のゲート電極８は、それぞれ対応するゲート線３（図１参照）に電気的に接続さ
れている。絶縁膜２１は、画素トランジスタ５のゲート絶縁膜としての機能を有する。ゲ
ート電極８上には、絶縁膜２１を介してアモルファスシリコン（ａ－Ｓｉ）からなる半導
体層２２が形成されている。半導体層２２は、下層のａ－Ｓｉ層と、上層のｎ型の導電性
を有するｎ＋Ｓｉ層との２層構造からなる。なお、半導体層２２の上層のｎ＋Ｓｉ層はキ
ャリアの転送効率を上げるために形成されている。
【００３１】
　半導体層２２の表面上には、平面的に見て、半導体層２２と重なるようにソース電極９
およびドレイン電極１０が形成されている。各副画素のソース電極９は、それぞれ対応す
る信号線４（図１参照）に電気的に接続されている。また、半導体層２２のソース電極９
とドレイン電極１０とに挟まれる領域には、上層のｎ＋Ｓｉ層が除去されて下層のａ－Ｓ
ｉ層によりチャネル領域が形成されている。ソース電極９およびドレイン電極１０の表面
上には、ＳｉＮからなるパッシベーション膜２３が形成されている。パッシベーション膜
２３の表面上には、アクリル系の樹脂からなる平坦化膜２４が形成されている。平坦化膜
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２４の表面上には、画素電極１１ａ～１１ｄが形成されており、ドレイン電極１０と電気
的に接続されている。画素電極１１ａ～１１ｄの表面上には配向膜４１が形成されている
。なお、表示用副画素２ａ～２ｃに設けられた画素電極１１ａ～１１ｃには、０Ｖ以上５
Ｖ以下の電位が印加されるように構成されている。視野角制御用副画素２ｄに設けられた
画素電極１１ｄには、－１０Ｖ以上＋１５Ｖ以下の電位が印加されるように構成されてい
る。これにより、表示用副画素２ａ～２ｃに設けられた液晶層６の領域には、０Ｖ以上５
Ｖ以下の電位が印加され、視野角制御用副画素２ｄに設けられた液晶層６の領域には、０
Ｖ以上１５Ｖ以下の電位が印加されるように構成されている。
【００３２】
　また、配向膜４１は、図２に示すように、表示用副画素２ａ～２ｃと、視野角制御用副
画素２ｄとで、それぞれ、異なる方向Ｒにラビング処理が施されている。これにより、液
晶分子（液晶層６）が、表示用副画素２ａ～２ｃと、視野角制御用副画素２ｄとで、それ
ぞれ、異なる方向に配向される。
【００３３】
　また、図４に示すように、ＴＦＴ基板２０と液晶層６を挟んで対向するように対向基板
２５が設けられている。なお、対向基板２５は、本発明の「第２基板」の一例である。こ
の対向基板２５の表面上には、ＴＦＴ基板２０上の画素トランジスタ５が設けられた領域
に対応する位置に遮光膜（ブラックマトリクス）２６が形成されているとともに、各々の
表示用副画素２ａ～２ｃに対応する領域には、それぞれ対応する色（図４では２ｃ（青色
：Ｂ））のカラーフィルタ２７が形成されている。なお、視野角制御用副画素２ｄに対応
する領域には、カラーフィルタ２７は形成されておらず、遮光膜２６およびカラーフィル
タ２７の表面上には、オーバーコート層２８が形成されている。このオーバーコート層２
８の表面上には、配向膜４２が設けられている。
【００３４】
　また、第１実施形態では、表示用副画素２ａ～２ｃおよび視野角制御用副画素２ｄは、
ＴＦＴ基板２０側に形成された共通電極１２ａおよび１２ｂと画素電極１１ａ～１１ｄと
の間に発生する縦方向の電界により液晶が駆動する縦電界方式のＥＣＢモード（ＥＣＢ：
Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　Ｂｉｒｅｆｒｉｎｇｅｎｃｅ）によ
り構成されている。
【００３５】
　以上の構成により、視野角制御用副画素２ｄを動作しない場合には視野角が制御されず
、表示部１に表示される表示画像が正面のみならず斜め方向からも認識可能となる。その
一方、視野角制御用副画素２ｄを動作させた場合には、視野角制御用副画素２ｄから出射
する光が各々の表示用副画素２ａ～２ｃから出射する斜め方向の光（画像）と重なり、斜
め方向における画像のコントラストが低下する。そして、コントラストが低下した分、斜
め方向から表示部１を見た場合に表示部１に表示される表示画像が認識不可能となる（視
野角が制御される）ように構成されている。
【００３６】
　第１実施形態では、上記のように、共通電極１２ａおよび１２ｂと、保持容量７ａ～７
ｄとを、複数の画素２の各々が設けられる領域において、複数の表示用副画素２ａ～２ｃ
と視野角制御用副画素２ｄとで電気的に独立するように設けることによって、表示用副画
素２ａ～２ｃと視野角制御用副画素２ｄとが画素が設けられている領域において電気的に
独立しているため、互いに電気的な影響を受けにくくなる。これにより、表示用副画素２
ａ～２ｃに設けられた共通電極１２ａおよび保持容量７ａ～７ｃと、視野角制御用副画素
２ｄに設けられた共通電極１２ｂおよび保持容量７ｄとに印加される電位が変動するのを
抑制することができるので、表示品位が低下するのを抑制することができる。
【００３７】
　また、第１実施形態では、上記のように、複数の画素２の各々が設けられる領域におい
て、共通電極１２ａを共通電極線１３に接続するとともに、共通電極１２ｂを共通電極線
１４に接続する。また、保持容量７ａ～７ｃを保持容量線１５に接続するとともに、保持
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容量７ｄを保持容量線１６に接続することによって、表示用副画素２ａ～２ｃと視野角制
御用副画素２ｄとで電気的に独立するように、共通電極線１３および１４と、保持容量線
１５および１６とに接続することによって、表示用副画素２ａ～２ｃの共通電極線１３に
接続された共通電極１２ａ、および、視野角制御用副画素２ｄの共通電極線１４に接続さ
れた共通電極１２ｂに印加される電位が変動するのを抑制することができるので、表示品
位が低下するのを抑制することができる。
【００３８】
　また、第１実施形態では、上記のように、複数の表示用副画素２ａ～２ｃに形成された
共通の１つの共通電極１２ａを、１本の第１共通電極線１３に接続し、視野角制御用副画
素２ｄに形成された１つの共通電極１２ｂを、１本の第２共通電極線１４に接続すること
によって、少なくとも複数の画素２の各々が設けられる領域において、共通電極１２ａと
１つの共通電極１２ｂとを電気的に独立して設け、かつ、共通電極１２ａに接続される１
本の第１共通電極線１３と１つの共通電極１２ｂに接続される１本の第２共通電極線１４
とも電気的に独立して設けることができる。
【００３９】
　また、第１実施形態では、上記のように、複数の表示用副画素２ａ～２ｃに形成された
複数の保持容量７ａ～７ｃを、１本の第１保持容量線１５に接続し、視野角制御用副画素
２ｄに形成された保持容量７ｄを、１本の第２保持容量線１６に接続することによって、
少なくとも複数の画素２の各々が設けられる領域において、保持容量７ａ～７ｃと１つの
保持容量７ｄとを電気的に独立して設け、かつ、保持容量７ａ～７ｃに接続される１本の
第１保持容量線１５と１つの保持容量７ｄに接続される１本の第２保持容量線１６とも電
気的に独立して設けることができる。
【００４０】
　また、第１実施形態では、上記のように、複数の表示用副画素２ａ～２ｃおよび視野角
制御用副画素２ｄを、画素電極１１ａ～１１ｄと共通電極１２ａおよび１２ｂとの間に発
生する縦方向の電界により駆動されるように構成し、共通電極１２ａおよび１２ｂと、保
持容量７ａ～７ｄとを、複数の画素２の各々が設けられる領域において、複数の表示用副
画素２ａ～２ｃと視野角制御用副画素２ｄとで電気的に独立するように設けることによっ
て、表示用副画素２ａ～２ｃおよび視野角制御用副画素２ｄにおいて、共通電極１２ａお
よび１２ｂと、保持容量７ａ～７ｄの少なくとも一方との電位変動に起因する表示品位の
低下を抑制することができる。
【００４１】
　また、第１実施形態では、上記のように、第１ＣＯＭ１８を備えることによって、複数
の表示用副画素２ａ～２ｃに設けられた共通電極１２ａ、および、視野角制御用副画素２
ｄに設けられた共通電極１２ｂに、容易に、第１ＣＯＭ１８により共通電位を印加するこ
とができる。
【００４２】
（第２実施形態）
　次に、図５および図６を参照して、本発明の第２実施形態について説明する。この第２
実施形態では、共通電極および保持容量の両方が、表示用副画素２ａ～２ｃおよび視野角
制御用副画素２ｄで電気的に独立するように設ける例を示した第１実施形態とは異なり、
保持容量のみが表示用副画素２ａ～２ｃおよび視野角制御用副画素２ｄで電気的に独立す
るように構成する例について説明する。
【００４３】
　第２実施形態における液晶表示装置１００ａでは、図５および図６に示すように、複数
の画素２０１の表示用副画素２ａ～２ｃに設けられた共通電極１２ａと、視野角制御用副
画素２ｄに設けられた共通電極１２ｂとは、１本の第１共通電極線２９に電気的に接続さ
れている。この第１共通電極線２９は、第１ＣＯＭ１８に接続されるとともに、０Ｖ以上
５Ｖ以下の共通電位が印加されるように構成されている。
【００４４】
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　また、第２実施形態では、表示用副画素２ａ～２ｃに設けられた保持容量７ａ～７ｃと
、視野角制御用副画素２ｄに設けられた保持容量７ｄとは、電気的に独立するように、そ
れぞれ、第１保持容量線１５および第２保持容量線１６に接続されており、保持容量７ａ
～７ｃと、保持容量７ｄとは、電気的に独立するように構成されている。なお、第１保持
容量線１５および第２保持容量線１６は、第１ＣＯＭ１８などに接続されている。また、
第１保持容量線１５および第２保持容量線１６には、第１共通電極線１３および第２共通
電極線１４に印加される電位と同じ電位（０Ｖ以上５Ｖ以下）が印加されるように構成さ
れている。
【００４５】
　なお、第２実施形態のその他の構成は、上記した第１実施形態の構成と同様である。
【００４６】
　第２実施形態では、上記のように、保持容量７ａ～７ｄを、複数の画素２の各々が設け
られる領域において、表示用副画素２ａ～２ｃと視野角制御用副画素２ｄとで電気的に独
立するように設けることによって、表示用副画素２ａ～２ｃに設けられた保持容量７ａ～
７ｃと視野角制御用副画素２ｄに設けられた保持容量７ｄとを画素２が設けられる領域に
おいて電気的に接続する場合と異なり、表示用副画素２ａ～２ｃと視野角制御用副画素２
ｄとが画素２が設けられる領域において電気的に独立しているため、互いに電気的な影響
を受けにくくなるので、表示品位が低下するのを抑制することができる。
【００４７】
　なお、第２実施形態のその他の効果は、上記した第１実施形態の効果と同様である。
【００４８】
（第３実施形態）
　次に、図７および図８を参照して、本発明の第３実施形態について説明する。この第３
実施形態では、共通電極および保持容量の両方が、表示用副画素２ａ～２ｃおよび視野角
制御用副画素２ｄで電気的に独立するように設ける例を示した第１実施形態とは異なり、
共通電極のみが表示用副画素２ａ～２ｃおよび視野角制御用副画素２ｄで電気的に独立す
るように構成する例について説明する。
【００４９】
　第３実施形態における液晶表示装置１００ｂでは、図７に示すように、複数の画素２０
２の表示用副画素２ａ～２ｃに設けられた共通電極１２ａと、視野角制御用副画素２ｄに
設けられた共通電極１２ｂとは、複数の画素２０２の各々が設けられる領域において、電
気的に独立するように、第１共通電極線１３および第２共通電極線１４に電気的に接続さ
れている。この第１共通電極線１３および第２共通電極線１４は、第１ＣＯＭ１８に接続
されている。また、第１共通電極線１３および第２共通電極線１４には、０Ｖ以上５Ｖ以
下の共通電位が印加されるように構成されている。
【００５０】
　これにより、図８に示すように、複数の画素２０２の各々が設けられる領域において、
表示用副画素２ａ～２ｃに設けられた第１共通電極線１３（共通電極１２ａ）と、視野角
制御用副画素２ｄに設けられた第２共通電極線１４（共通電極１２ｂ）とが電気的に独立
するように構成されている。
【００５１】
　また、第３実施形態では、図７に示すように、表示用副画素２ａ～２ｃに設けられた保
持容量７ａ～７ｃと、視野角制御用副画素２ｄに設けられた保持容量７ｄとは、１本の第
１保持容量線３０により電気的に接続されている。
【００５２】
　これにより、図８に示すように、複数の画素２０２の各々が設けられる領域において、
表示用副画素２ａ～２ｃに設けられた保持容量７ａ～７ｃと、視野角制御用副画素２ｄに
設けられた保持容量７ｄとは、１本の第１保持容量線３０に電気的に接続されている。
【００５３】
　なお、第３実施形態のその他の構成は、上記した第１実施形態の構成と同様である。
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【００５４】
　第３実施形態では、上記のように、共通電極１２ａおよび１２ｂを、複数の画素２の各
々が設けられる領域において、複数の表示用副画素２ａ～２ｃと視野角制御用副画素２ｄ
とで電気的に独立するように設けることによって、表示用副画素２ａ～２ｃに設けられた
共通電極１２ａと、視野角制御用副画素２ｄに設けられた共通電極１２ｂとを画素２が設
けられる領域において電気的に接続する場合と異なり、表示用副画素２ａ～２ｃと視野角
制御用副画素２ｄとが画素２が設けられる領域において電気的に独立しているため、互い
に電気的な影響を受けにくくなる。これにより、表示品位が低下するのを抑制することが
できる。
【００５５】
　なお、第３実施形態のその他の効果は、上記した第１実施形態のその他の効果と同様で
ある。
【００５６】
（第４実施形態）
　次に、図９～図１１を参照して、本発明の第４実施形態について説明する。この第４実
施形態では、複数の画素２の表示用副画素２ａ～２ｃおよび視野角制御用副画素２ｄを縦
電界方式により駆動させる例を示した第１実施形態とは異なり、複数の画素２の表示用副
画素２ｅ～２ｇおよび視野角制御用副画素２ｈを横電界方式により駆動させる例について
説明する。
【００５７】
　第４実施形態における液晶表示装置１００ｃでは、図１１に示すように、複数の画素２
０３の表示用副画素２ｅ～２ｇ、および、視野角制御用副画素２ｈには、画素電極１１ｅ
～１１ｈが形成されている。この画素電極１１ｅ～１１ｈの表面上には、絶縁膜３３が形
成されている。絶縁膜３３の表面上には、共通電極１２ｃおよび１２ｄが形成されている
。なお、共通電極１２ｃは、本発明の「第１共通電極」の一例であり、共通電極１２ｄは
、本発明の「第２共通電極」の一例である。これにより、ＴＦＴ基板２０側に形成された
共通電極１２ｃおよび１２ｄと画素電極１１ｅ～１１ｈとの間に発生する横方向の電界に
より液晶が駆動する横電界方式のＦＦＳモード（ＦＦＳ：Ｆｒｉｎｇｅ　Ｆｉｅｌｄ　Ｓ
ｗｉｔｃｈｉｎｇ）により構成されている。なお、ＴＦＴ基板２０は、本発明の「基板」
の一例である。
【００５８】
　また、図９に示すように、表示用副画素２ｅ、２ｆおよび２ｇに設けられた共通電極１
２ｃには、平面的に見て、Ｖ字形状のスリット１２１ｃが形成されている。また、視野角
制御用副画素２ｈに設けられた共通電極１２ｄには、平面的に見て、Ｘ方向に延びる矩形
形状のスリット１２１ｄが形成されている。
【００５９】
　また、第４実施形態では、表示用副画素２ｅ～２ｇに設けられた共通電極１２ｃは、１
本の第１共通電極線３１に接続されている。また、視野角制御用副画素２ｈに設けられた
共通電極１２ｄは、１本の第２共通電極線３２に接続されている。
【００６０】
　これにより、図１０に示すように、複数の画素２０３の各々が設けられる領域において
、表示用副画素２ｅ～２ｇに設けられた第１共通電極線３１（共通電極１２ｃ）と、視野
角制御用副画素２ｈに設けられた第２共通電極線３２（共通電極１２ｄ）とが、電気的に
独立するように構成されている。
【００６１】
　また、第１共通電極線３１および第２共通電極線３２には、０Ｖ以上５Ｖ以下の共通電
位が印加されるように構成されている。なお、表示用副画素２ｅ～２ｇおよび視野角制御
用副画素２ｈを横電界方式に構成する場合には、画素電極１１ｅ（１１ｆ、１１ｇ、１１
ｈ）と共通電極１２ｃ（１２ｄ）との間で、保持容量が形成される。
【００６２】
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　なお、第４実施形態のその他の構成は、上記した第１実施形態の構成と同様である。
【００６３】
　第４実施形態では、上記のように、複数の表示用副画素２ｅ～２ｇおよび視野角制御用
副画素２ｈを、複数の画素２０３の各々において、画素電極１１ｅ～１１ｈと共通電極１
２ｃおよび１２ｄとの間に発生する横方向の電界により駆動されるように構成し、共通電
極１２ｃおよび１２ｄを、複数の画素２０３の各々が設けられる領域において、表示用副
画素２ｅ～２ｇと視野角制御用副画素２ｈとで電気的に独立するように設けることによっ
て、表示用副画素２ｅ～２ｇおよび視野角制御用副画素２ｈにおいて、共通電極１２ｃお
よび１２ｄの電位変動に起因する表示品位が低下するのを抑制することができる。
【００６４】
　なお、第４実施形態のその他の効果は、上記した第１実施形態の効果と同様である。
【００６５】
（第５実施形態）
　次に、図１２～図１５を参照して、本発明の第５実施形態について説明する。この第５
実施形態では、複数の画素２０３の視野角制御用副画素２ｈを横電界方式により駆動させ
る例を示した第４実施形態とは異なり、複数の画素２０４の視野角制御用副画素２ｄを縦
電界方式により駆動させる例について説明する。
【００６６】
　第５実施形態における液晶表示装置１００ｄでは、図１２に示すように、液晶表示装置
１００ｄには、第２ＣＯＭ３４が設けられている。第２ＣＯＭ３４には、駆動ＩＣ１７か
ら信号が供給されるように構成されている。なお、第２ＣＯＭ３４は、本発明の「第２電
位供給部」の一例である。第２ＣＯＭ３４は、表示部１の視野角制御用副画素２ｄに第１
ＣＯＭ１８とは異なる共通電位を印加するように構成されている。また、図１５に示すよ
うに、複数の画素２０４の表示用副画素２ｅ～２ｇは、横方向電界方式により駆動される
ように構成されるとともに、視野角制御用副画素２ｄは、縦電界方式により駆動されるよ
うに構成されている。
【００６７】
　また、第５実施形態では、図１３に示すように、表示用副画素２ｅ～２ｇに設けられた
共通電極１２ｃは、１本の第１共通電極線３５と電気的に接続されている。この第１共通
電極線３５は、第１ＣＯＭ１８と電気的に接続されている。また、視野角制御用副画素２
ｄに設けられた共通電極１２ｂは、１本の第２共通電極線３６と接続されている。この第
２共通電極線３６は、第２ＣＯＭ３４と電気的に接続されている。
【００６８】
　これにより、図１４に示すように、表示用副画素２ｅ～２ｇに設けられた第１共通電極
線３５（共通電極１２ｃ）と、視野角制御用副画素２ｄに設けられた第２共通電極線３６
（共通電極１２ｂ）とは、電気的に独立するように構成されている。また、視野角制御用
副画素２ｄに設けられた保持容量７ｄは、１本の第２保持容量線１６と電気的に接続され
ている。
【００６９】
　また、第１共通電極線３５には、０Ｖ以上５Ｖ以下の共通電位（第１共通電位）が印加
され、第２共通電極線３６には、０Ｖ以上５Ｖ以下の共通電位（第２共通電位）が印加さ
れるように構成されている。
【００７０】
　なお、第５実施形態のその他の構成は、上記した第４実施形態の構成と同様である。
【００７１】
　第５実施形態では、上記のように、複数の表示用副画素２ｅ～２ｇを、複数の画素２０
４の各々において、画素電極１１ｅ～１１ｇと共通電極１２ｃとの間にそれぞれ発生する
横方向の電界により駆動されるように構成し、視野角制御用副画素２ｄを、複数の画素２
０４の各々において、画素電極１１ｄと共通電極１２ｂとの間に発生する縦方向の電界に
より駆動されるように構成し、共通電極１２ｃおよび１２ｂと、保持容量７ｄとを、複数
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の画素２０４の各々が設けられる領域において、複数の表示用副画素２ｅ～２ｇと視野角
制御用副画素２ｄとで電気的に独立するように設ける。これにより、横電界方式の表示用
副画素２ｅ～２ｇ、および、縦電界方式の視野角制御用副画素２ｄにおいて、共通電極１
２ｃおよび１２ｂと、保持容量７ｄとの少なくとも一方の電位変動に起因する表示品位の
低下を抑制することができる。
【００７２】
　また、第５実施形態では、上記のように、電位供給部が第１ＣＯＭ１８と、第２ＣＯＭ
３４とを含むことによって、複数の表示用副画素２ｅ～２ｇに設けられた共通電極１２ｃ
に第１ＣＯＭ１８により確実に共通電位を印加することができるとともに、視野角制御用
副画素２ｄに設けられた共通電極１２ｂに第２ＣＯＭ３４により共通電位を印加すること
ができるので、別々の共通電位を印加することができる。
【００７３】
　第５実施形態のその他の効果は、上記した第４実施形態の効果と同様である。
【００７４】
　図１６～図１８は、それぞれ、上記した第１～第５実施形態による液晶表示装置１００
、１００ａ、１００ｂ、１００ｃ、１００ｄを用いた電子機器の第１の例～第３の例を説
明するための図である。図１６～図１８を参照して、第１～第５実施形態による液晶表示
装置１００、１００ａ、１００ｂ、１００ｃ、１００ｄを用いた電子機器について説明す
る。
【００７５】
　第１～第５実施形態による液晶表示装置１００、１００ａ、１００ｂ、１００ｃ、１０
０ｄは、図１６～図１８に示すように、第１の例としてのＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏ
ｍｐｕｔｅｒ）３００、第２の例としての携帯電話３１０、および、第３の例としての情
報携帯端末３２０（ＰＤＡ：Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔｓ
）などに用いることが可能である。図１６の第１の例によるＰＣ３００においては、キー
ボードなどの入力部３００ａおよび表示画面３００ｂなどに第１～第５実施形態による液
晶表示装置１００、１００ａ、１００ｂ、１００ｃ、１００ｄを用いることが可能である
。図１７の第２の例によるの携帯電話３１０においては、表示画面３１０ａに第１～第２
実施形態による液晶表示装置１００、１００ａ、１００ｂ、１００ｃ、１００ｄが用いら
れる。図１８の第３の例による情報携帯端末３２０においては、表示画面３２０ａに第１
～第５実施形態による液晶表示装置１００、１００ａ、１００ｂ、１００ｃ、１００ｄが
用いられる。
【００７６】
　なお、今回開示された実施形態は、すべての点で例示であって制限的なものではない。
本発明の範囲は、上記した実施形態の説明ではなく特許請求の範囲によって示され、さら
に特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれる。
【００７７】
　たとえば、上記第１～第５実施形態では、表示用副画素および視野角制御用副画素をＥ
ＣＢなどの縦電界方式、または、ＦＦＳなどの横電界方式により駆動させる例を示したが
、本発明はこれに限らず、ＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）などの縦電界方式、
または、ＩＰＳ（Ｉｎ　Ｐｌａｎｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）などの横電界方式により駆動
させてもよい。
【００７８】
　また、上記第１～第５実施形態では、複数の表示用副画素に設けられた複数の共通電極
が１本の共通電極線に接続される例を示したが、本発明はこれに限らず、１つの共通電極
が１本の共通電極線に接続されていてもよい。
【００７９】
　また、上記第１～第５実施形態では、表示用副画素をＲ、ＧおよびＢの３つの副画素か
ら構成する例を示したが、本発明はこれに限らず、表示用副画素を３つ以外の副画素から
構成してもよい。
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【００８０】
　また、上記第４実施形態では、表示用副画素の共通電極の上層側に視野角制御用副画素
の共通電極を形成する例を示したが、本発明はこれに限らず、表示用副画素の共通電極の
下層側に視野角制御用副画素の共通電極を形成してもよい。
【００８１】
　また、上記第４実施形態では、画素電極の表面上に絶縁膜を介して共通電極を形成する
例を示したが、本発明はこれに限らず、共通電極の表面上に絶縁膜を介して画素電極を形
成してもよい。
【符号の説明】
【００８２】
２、２０１、２０２、２０３、２０４　画素　　　２ａ、２ｂ、２ｃ、２ｅ、２ｆ、２ｇ
　表示用副画素　　　２ｄ、２ｈ　視野角制御用副画素　　　５　画素トランジスタ　　
　６　液晶層　　　７ａ、７ｂ、７ｃ　保持容量（第１保持容量）　　　７ｄ　保持容量
（第２保持容量）　　　１１ａ、１１ｂ、１１ｃ、１１ｄ、１１ｅ、１１ｆ、１１ｇ、１
１ｈ　画素電極　　　１２ａ、１２ｃ　共通電極（第１共通電極）　　　１２ｂ、１２ｄ
　共通電極（第２共通電極）　　　１３、２９、３１、３５　第１共通電極線　　　１４
、３２、３６　第２共通電極線　　　１５、３０　第１保持容量線（保持容量線）　　　
１６　第２保持容量線（保持容量線）　　　１８　第１ＣＯＭ（電位供給部）（第１電位
供給部）　　　２０　ＴＦＴ基板（第１基板）（基板）　　　２５　対向基板（第２基板
）　　　３３　絶縁膜　　　３４　第２ＣＯＭ（第２電位供給部）　　　１００、１００
ａ、１００ｂ、１００ｃ、１００ｄ　液晶表示装置　　　３００　ＰＣ（電子機器）　　
　３１０　携帯電話（電子機器）　　　３２０　情報携帯端末（電子機器）

【図１】 【図２】

【図３】
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